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成瀬仁蔵先生御病中の食事記録を通して一大正８年

○徳野裕子　本間　健（日本女大）

§的　漢方医全盛時代には食餌法が重んじられたが。大正時代は薬の処方笑のみで食餌痍は与えられ

ていなかった。これは現在の在宅療養の場合と同様である。しかし再び滋養と健康の意識が高まった

時期でもあった。この現在と似た時代背景の中で記された末期の肝臓癌の食事記録を調べることによ

り、今後の食事療法を中心に終末医療の方向性の糸口を見つける事を目的とした。

方法　成瀬先生の食事記録を中心に。健康・栄養・人間関係に関する資料、並びに大正８年を中心に

医学・栄養学両分野の資料を収集。また現在の食事療法と比較検討した。

結粟　この記録は、末期癌で不治の病であることを告知されていた成瀬先生の大正８年1月10日から

死去される前日（3月３日）までの食事と病態であり、病人食の研究の為に行われたものであった。

具体的に分量が示された食品は少なかったが。出された食事は全て記され、おいしく食べられた・半

分食べられた・普通・極少量・全く食べられなかったの５段階評価がなされていた。この時期は微量

栄養素が発見される前であり、三大栄養素のみの食事療法であった。先生への食事笈も黄疸に対する

療法で脂肪の禁止とたんぱく質の制限であった。しかし。実際できるだけ好きな物が作られ、食事を

させることに重点が置かれていることが推測された。その結果、亡くなるまで意識ははっきりしてお

り食事ができなくなったのは死去される４日前であったと推測される。現在でも肝臓癌の栄養管理は

補液中心であるが栄養素に拘るのではなく、好きな食べ物・好まれる触感・目で楽しめる物と言った

食生活におけるＱＯＬ（生活の質）に注意を払うことが大切であり、患者さんの気持ちを優先させた

総合的な食事療法の必要性が示唆された。

2 Aa－12 近代日本におけるガス・電気を熱源とする調理器具の価格変動に

関する調査研究　　　一家庭調理の変容過程との関連においてー

○柏木麻由美　　平井　聖　　（昭和女大・院）

　〔目的〕近代社会において台所熱源としてのガス・電気及びそれらを主力とする施設・設

備が普及していく過程について、その実態と史的意義を明らかにすることを目的とする。

これまで、ガス、電力の台所熱源への進出に伴い、新しい加熱器具、被加熱器具の導入、

さらには、食生活の変容が、それぞれどのような関わりをもって日本の都市社会の家庭に

浸透していったかについて、調査を行ってきた。今回は、薪炭費、ガス代、電気代の変化

及びそれらを熱源とする調理器具の価格の変動に関する調査を行い、普及の様態について
考察を試みた。

　〔方法〕明治、大正、昭和15年以前の単行図書、婦人雑誌、家事教科書、新聞、ガス会社、

電力会社等のカタログを主な資料とし、それらの中から、台所の熱源、加熱器具、被加熱

器具等の価格に関する記事を取り出し、検討を加えた。

　〔結果〕日本の近代社会における薪炭等よりガス・電気への熱源の交替は、加熱器具、被

加熱器具に大きな影響を与えた。明治40年以降の家事教科書では、加熱器具の種類も増え、

ガス竃、ガスコンロ、料理用ストーブ、石油竃、コークス竃が紹介され、それと同時に天

火焼器、ソース鍋、フライ鍋、スープ鍋、シチュー鍋等の西洋器具の使用を勧めるものが

多くなっている。そして大正末には、電気竃も登場し、それと前後してアルミニューム製

の鍋、釜が頻繁に出てくる。これらは、発売当初、高額であったが、少しずっではあるが
低廉化の傾向を示した。そのことによって、この種の器具の普及が促進され、食文化史の

上で重要な意義を持つものであることが判明した。
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